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四
三

は
じ
め
に

親
鸞
の
著
し
た
『
教
行
信
証
』
は
「
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
序
」・「
顕
浄
土
真

実
教
文
類
」・「
顕
浄
土
真
実
行
文
類
」・「
顕
浄
土
真
実
信
文
類
」「
顕
浄
土
真
実
証

文
類
」・「
顕
浄
土
真
仏
土
文
類
」・「
顕
浄
土
方
便
化
身
土
文
類
」
と
、
各
巻
の
巻
名

の
上
に
「
顕
浄
土
真
実
」
と
い
う
文
字
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
。
現
代
テ
キ
ス
ト
の
中

で
顕
と
印
字
さ
れ
た
文
字
は
親
鸞
の
自
筆
で
、
旧
字
体
で
あ
る
“
顯
”
で
表
記
さ
れ

て
い
る
。
顯
と
い
う
文
字
は
ど
ん
な
意
味
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

顯
　

象
人
面
在
日
光
下
視
絲
之
形
、
絲
本
難
視
、
持
向
日
光
下
視
之
、
乃
明
也
。

（
人
の
面
ま
の
あ
たり
日
光
の
下
に
あ
り
て
絲
を
視
る
形
に
象か
た
どる
。
絲
は
も
と
も
と
視み

難
く
、

持
っ
て
日
光
に
向
け
、
こ
れ
を
視
る
に
、
乃
ち
、
明
か
に
な
り（

１
）。）

「
善
導
独
明
仏
正
意
」
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「
一
経
両
宗
」

森
　
村
　
森
　
鳳

　
顯
の
左
側
の

は
日
＋
絲
の
会
意
文
字
で
、
頁
は
あ
た
ま
。
絹
の
糸
は
、
も
と
も

と
肉
眼
で
見
え
に
く
い
が
、
日
光
に
さ
ら
さ
れ
て
、
は
じ
め
て
見
え
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
顯
は
人
の
顔
が
日
光
の
下
、
日
光
に
さ
ら
さ
れ
る
絹
糸
を
見
る
イ
メ
ー
ジ

を
も
つ
会
意
兼
形
声
文
字
で
あ
る
。

語
源
に
も
示
さ
れ
る
と
お
り
、
顕
は
目
に
見
え
な
い
も
の
を
明
ら
か
に
す
る
と
い

う
意
味
合
い
を
表
す
文
字
で
あ
る
。

親
鸞
に
お
い
て
の
顯
は
、
顯
彰
隠
密
と
い
う
言
葉
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
通
り
、
如
来

の
密
（
蜜
）
意
・
奥
深
い
真
実
を
明
ら
か
に
す
る
意
を
表
し
て
い
る
。『
教
行
信
証
』

は
親
鸞
が
覚
っ
た
浄
土
の
奥
深
い
真
実
を
顕
か
に
す
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

『
教
行
信
証
』
の
行
の
巻
の
「
正
信
偈
」
に
は
次
の
よ
う
な
文
が
あ
る
。
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善
導
独
明
仏
正
意　

矜
哀
定
散
与
逆
悪　

光
明
名
号
顕
因
縁　

開
入
本
願
大

智
海　

行
者
正
受
金
剛
心　

慶
喜
一
念
相
応
後　

与
韋
提
等
獲
三
忍　

即
証
法

性
之
常
楽（

２
）

「
善
導
独
明
仏
正
意
」
と
い
わ
れ
る
善
導
独
り
明
か
す
仏
の
正
意
と
は
一
体
何
な

の
か
。
本
論
は
、「
善
導
独
明
仏
正
意
」
と
「
一
経
両
宗
」
の
関
係
を
通
じ
て
そ
の

真
意
を
深
く
求
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

一　
「
一
経
両
宗
」
に
つ
い
て

『
教
行
信
証
』
化
身
土
巻
に
、
善
導
の
『
観
経
疏
』
の
一
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

今
此
観
経
、
即
以
観
佛
三
昧
為
宗
、
亦
以
念
佛
三
昧
為
宗
、
一
心
回
願
往
生

浄
土
為
体
。（
今
こ
の
観
経
は
、
す
な
わ
ち
観
佛
三
昧
を
以
て
宗
と
す
、
ま
た

念
佛
三
昧
を
以
て
宗
と
す
、
一
心
に
回
願
し
て
浄
土
に
往
生
す
る
を
体
と
す（

３
）。）

こ
れ
は
伝
統
的
に
「
一
経
両
宗
」
と
言
わ
れ
る
『
観
経
』
に
お
い
て
「
観
仏
三

昧
」
と
「
念
仏
三
昧
」
を
も
っ
て
宗
と
し
、
一
心
に
回
願
し
て
浄
土
に
往
生
す
る
を

体
と
す
る
と
い
う
。

「
宗
」
は
「
尊
ぶ
所
、
主
と
す
る
所
」「
そ
の
む
ね
と
す
る
と
こ
ろ（

４
）

」
と
さ
れ
、

原
則
と
し
て
一
つ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
て
言
え
ば
、
屋
根
の
棟
で
あ
る

如
く
、“
一
つ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
”
と
い
う
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
一
経
に
両
宗
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
き
わ
め
て
独
自
な
こ
と
」、「
人

間
に
心
臓
が
二
つ
あ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
と
同
じ
で
、
一
つ
の
経
典
に
宗
が
二
つ

あ
る
と
い
う
の
は
あ
り
得
な
い
」

（
５
）「

円
に
二
つ
の
中
心
が
あ
る
と
言
っ
て
い
る
の
に

等
し
く
（
中
略
）
一
経
両
宗
と
い
う
了
解
は
き
わ
め
て
異
例
な
こ
と
」、「
と
い
う
よ

り
も
明
ら
か
に
ル
ー
ル
違
反
」
と
い
う
先
学
の
指
摘
も
あ
る（

６
）。

こ
の
よ
う
な
善
導

の
『
観
経
』
に
お
け
る
「
観
仏
三
昧
」
と
「
念
仏
三
昧
」
に
つ
い
て
の
と
ら
え
方
は

「
ル
ー
ル
違
反
」
と
も
「
非
常
識
的
だ
」
と
も
思
わ
れ
な
が
ら
、
非
常
識
で
あ
る
が

故
に
、
特
別
な
注
意
を
ひ
き
つ
け
る
潜
在
的
な
力
を
秘
め
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ

る
。今

ま
で
、『
観
経
』
に
お
い
て
の
観
仏
三
昧
・
念
仏
三
昧
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な

解
釈
が
施
さ
れ
て
い
る
。
解
釈
の
主
流
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
法
然
の
解
釈
を
元
に

す
る
「
廃
立
釈
」
で
あ
る
。
法
然
の
解
釈
の
原
文
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

斯
経
観
佛
三
昧
為
宗
、
亦
念
佛
三
昧
為
宗
。
既
以
二
行
為
一
経
宗
、
何
廃
観

佛
三
昧
、
而
附
属
念
佛
三
昧
哉
。
答
曰
、
望
佛
本
願
意
在
衆
生
一
向
専
称
弥
陀

佛
名
。
定
散
諸
行
非
本
願
、
故
不
附
属
之
。（
こ
の
経
は
観
佛
三
昧
を
宗
と
し
、

亦
念
佛
三
昧
を
宗
と
す
。
既
に
二
行
を
以
て
一
経
の
宗
と
す
、
何
ぞ
観
佛
三
昧

を
廃
し
、
し
か
も
念
佛
三
昧
を
附
属
す
る
や
。
答
て
曰
く
、
佛
の
本
願
の
意
を

望
む
に
は
衆
生
を
し
て
一
向
に
専
ら
弥
陀
佛
名
を
称
せ
し
む
る
に
在
り
と
。
定

散
の
諸
行
は
本
願
に
非
ず
、
故
に
之
を
附
属
せ
ず（

７
）。）
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四
五

こ
れ
を
元
に
す
る
解
釈
は
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

１　

念
仏
為
立
而
説
定
散
為
廃
而
説
。
若
依
此
義
遂
帰
念
仏
三
昧
一
宗
。（
念
仏

は
立
の
為
に
説
き
、
定
散
は
廃
の
為
に
説
く
。
若
し
こ
の
義
に
依
れ
ば
遂
に
念

仏
三
昧
の
一
宗
に
帰
す（

８
）。

２　

念
佛
為
立
而
説
。
定
散
為
廃
而
説
。（
中
略
）
往
生
浄
土
是
約
念
佛
。
二
云

共
顕
念
佛
之
體
。
観
佛
三
昧
遂
可
廃
故
。
不
立
體
也
。（
念
佛
は
立
の
為
に
説

き
、
定
散
は
廃
の
為
に
説
く
。（
中
略
）
往
生
浄
土
は
、
こ
れ
念
佛
に
約
す
。

二
に
云
く
、
共
に
念
佛
之
體
を
顕
す
。
観
佛
三
昧
は
遂
に
廃
す
べ
き
故
に
、
體

を
立
て
ざ
る
な
り（

９
）。

３　
『
選
択
集
』
下
巻
に
は
『
玄
義
分
』
の
釈
文
を
引
用
し
て
念
観
廃
立
の
釈
義

を
ほ
ど
こ
さ
れ
、
念
仏
一
宗
の
帰
趣
で
あ
る
旨
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。（
中
略
）

こ
の
立
場
か
ら
考
え
る
と
、
観
仏
三
昧
は
上
根
の
機
類
の
た
め
に
説
か
れ
た
方

便
の
施
設
で
、
念
仏
三
昧
の
一
宗
の
み
が
経
の
真
髄
で
あ
る
と
い
う
意
が
窺
わ

れ
る
の
で
あ
る）

（（
（

。

４　

こ
の
念
観
二
宗
の
文
も
、
釈
相
か
ら
見
れ
ば
、
廃
立
に
て
、
釈
意
か
ら
見
れ

ば
、
隠
顕
と
な
る
の
で
あ
る）

（（
（

。

以
上
の
諸
説
は
、
要
す
る
に
、
観
仏
三
昧
と
念
仏
三
昧
の
中
で
の
二
者
択
一
の
論

で
あ
る
。

他
に
、「
本
質
を
と
ら
え
る
な
ら
ば
、
観
仏
も
念
仏
も
本
質
的
に
変
わ
ら
な
い
。

（
中
略
）
観
仏
三
昧
は
究
極
に
お
い
て
は
そ
の
ま
ま
念
仏
三
昧
で
あ
る）

（（
（

」
と
す
る
二

宗
同
一
論
も
あ
る
。
ま
た
、「
法
然
の
「
廃
立
釈
」
と
も
異
な
っ
た
親
鸞
の
独
創
と

い
う
ほ
か
は
な
い
よ
う
で
あ
る）

（（
（

と
い
う
見
解
も
あ
る
。

以
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
見
解
を
踏
ま
え
て
、
親
鸞
に
お
い
て
の
「
一
経
両
宗
」
の
真

意
を
探
り
、
善
導
が
独
明
す
る
仏
の
正
意
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。

二　

仏
教
に
お
け
る
「
観
仏
三
昧
」
と
「
念
仏
三
昧
」

三
昧
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
「
ｓ
ｍ
ａ－

ｄ
ｈ
ｉ
」
の
音
訳
で
あ
り
、「
等
持
」、

「
正
定
」
な
ど
と
意
訳
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
煩
悩
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
心
が
乱
れ
る

こ
と
な
い
状
態
で
あ
る
。
三
昧
の
状
態
に
な
る
と
き
、
正
智
慧
が
生
じ
、
悟
り
を
開

く
の
で
あ
る
。

大
乗
仏
教
に
お
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
三
昧
説
が
あ
る
。
経
典
（「
大
品
般
若
経
」

巻
三
、
巻
五　
「
大
般
若
経
」
巻
四
十
四　
「
大
智
度
論
」
巻
四
十
三
、
巻
四
十
七

な
ど
）
に
「
百
八
三
昧
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
、
す
な
わ
ち
、
仏
教
の
教
え
に
は
、

百
八
種
の
三
昧
が
あ
る
。「
三
昧
」
が
そ
の
名
に
つ
く
経
に
は
、「
慧
印
三
昧
経
」、

「
般
舟
三
昧
経
」、「
法
華
三
昧
経
」、「
念
仏
三
昧
経
」
な
ど
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

経
典
を
宗
旨
と
す
る
流
派
で
三
昧
を
獲
る
た
め
の
修
行
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
到
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六

達
す
る
境
地
は
「
正
定
」
で
あ
る
。『
観
仏
三
昧
海
経
』
に
次
の
一
文
が
あ
る
。

若
能
至
心
繋
念
在
内
。
端
坐
正
受
観
仏
色
身
。
当
知
是
人
心
如
仏
心
與
仏
無

異
。
雖
在
煩
悩
。
不
為
諸
悪
之
所
覆
蔽
。（
若
し
能
く
至
心
に
繋
念
す
る
こ
と

内
に
在
り
、
端
坐
し
て
正
受
し
、
仏
の
色
身
を
観
す
れ
ば
、
当
に
こ
の
人
の

心
、
仏
心
の
如
く
、
仏
と
異
な
る
こ
と
な
し
と
知
る
べ
し
。
煩
悩
に
在
り
と
い

え
ど
も
、
諸
悪
の
為
に
覆
蔽
せ
ら
れ
ざ
る
な
り）

（（
（

）。

こ
の
文
意
に
よ
れ
ば
、
観
仏
三
昧
は
、
一
心
に
仏
の
功
徳
を
観
想
す
る
こ
と
で
あ

る
。
観
仏
三
昧
に
よ
っ
て
獲
る
益
は
、
心
が
仏
と
無
異
に
な
り
、
身
は
煩
悩
の
中
に

置
か
れ
な
が
ら
も
、
諸
悪
に
覆
蔽
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ

の
文
で
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
最
初
の
「
若
」
と
い
う
仮
定
を
表
す
文
字
で

あ
る
。
文
脈
に
、
若
し
能
く
内
に
至
心
に
繋
念
し
、
正
受
に
あ
っ
て
観
仏
で
き
れ

ば
、
こ
の
人
の
心
は
仏
心
の
如
く
に
仏
と
異
な
る
こ
と
は
な
い
。
つ
ま
り
三
昧
の
境

地
に
達
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
い
う
が
、「
若
」
は
、
正
受
に
あ
っ
て
観
仏
で

き
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
意
味
合
い
を
も
示
し
て
い
る
。
こ
こ

で
観
仏
の
限
界
を
説
い
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
念
仏
三
昧
に
つ
い
て
は
、
諸
三
昧
の
中
で
、「
最
勝
」（
す
べ
て

の
三
昧
に
勝
る
）
と
経
典
に
説
か
れ
て
い
る
。

不
取
相
貌
繋
心
一
仏
専
称
名
字
。
随
仏
方
所
端
身
正
向
。
能
於
一
仏
念
々
相

続
。
即
是
念
中
能
見
過
去
未
来
現
在
諸
仏
。
何
以
故
。
念
一
仏
功
徳
無
量
無
辺
。

亦
與
無
量
諸
仏
功
徳
無
二
不
思
議
。（
相
貌
を
取
ら
ず
、
心
を
一
仏
に
繋
け
専
ら

に
名
字
を
称
し
、
仏
の
方
所
に
随
い
、
身
を
端
し
て
正
向
し
て
、
能
く
一
仏
に

於
い
て
念
々
相
続
す
る
。
即
ち
こ
の
念
の
中
に
能
く
過
去
・
未
来
・
現
在
の
諸

仏
見
る
。
何
を
以
て
の
故
に
。
一
仏
を
念
ず
る
功
徳
無
量
無
辺
な
れ
ば
を
念
じ

る
こ
と
は
、
ま
た
無
量
の
諸
仏
の
功
徳
と
無
二
な
る
こ
と
思
議
せ
ざ
る）

（（
（

。）

念
仏
三
昧
名
為
要
法
。（
中
略
）
若
人
聞
説
此
三
昧
者
。
将
来
之
世
必
当
値

仏
。（
中
略
）
求
最
勝
三
昧
。
勤
行
戒
定
智
。
速
得
甚
深
定
。（
念
仏
三
昧
は
名

づ
け
て
要
法
と
為
す
。（
中
略
）
若
し
、
人
、
こ
の
三
昧
を
聞
説
す
れ
ば
、
将

来
の
世
に
必
ず
当
に
仏
に
値
う
。（
中
略
）
最
勝
の
三
昧
を
求
め
、
戒
定
智
を

勤
め
行
い
ぜ
ば
、
速
か
に
甚
深
の
定
を
得
ん）

（（
（

。）

念
仏
三
昧
。
能
除
種
種
煩
悩
及
先
世
罪
。
諸
余
三
昧
有
能
除
婬
不
能
除
瞋
。
有
能

除
瞋
不
能
除
婬
。
有
能
除
痴
不
能
除
婬
。
有
能
除
三
毒
不
能
除
先
世
罪
。
是
念
仏
三

昧
能
除
種
種
煩
悩
種
種
罪
。
復
次
念
仏
三
昧
有
大
福
徳
能
度
衆
生
。（
中
略
）
余
諸

三
昧
無
能
如
此
。（
念
仏
三
昧
は
能
く
種
種
の
煩
悩
及
び
先
世
の
罪
を
除
く
。
余
の

諸
三
昧
は
、
能
く
婬
を
除
く
も
、
瞋
を
除
く
こ
と
あ
た
わ
ざ
る
あ
り
、
能
く
瞋
を
の

ぞ
く
も
婬
を
除
く
こ
と
あ
た
わ
ざ
る
あ
り
、
能
く
痴
を
の
ぞ
く
も
婬
を
除
く
こ
と
あ

た
わ
ざ
る
あ
り
、
能
く
三
毒
を
除
く
も
先
世
罪
除
く
こ
と
あ
た
わ
ざ
る
あ
り
。
こ
の

念
仏
三
昧
は
能
く
種
種
煩
悩
、
種
種
の
罪
を
除
く
。
ま
た
次
に
念
仏
三
昧
は
大
福
徳
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あ
り
て
、
能
く
衆
生
を
度
す
。（
中
略
）
余
の
諸
三
昧
は
か
く
の
如
く
あ
る
こ
と
あ

た
う
こ
と
な
し）

（（
（

。

禅
宗
飛
錫
云
「
念
仏
三
昧
、
善
之
最
上
、
万
行
元
首
故
、
曰
三
昧
王
焉
。

（
禅
宗
の
飛
錫
の
云
わ
く
「
念
仏
三
昧
、
善
の
最
上
な
り
。
万
行
の
元
首
な
る

が
故
、
三
昧
王
と
曰
う）

（（
（

。

こ
の
よ
う
に
念
仏
三
昧
が
最
勝
で
あ
る
と
説
か
れ
る
が
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て

は
、
念
仏
三
昧
は
、
す
べ
て
の
三
昧
を
包
摂
し
て
い
る
と
説
か
れ
る
。

入
一
門
中
摂
無
量
三
昧
。
如
衣
一
角
挙
衣
皆
得
（
一
門
の
中
に
入
り
、
無
量

三
昧
を
摂
す
る
こ
と
、
衣
の
一
角
を
挙
げ
、
衣
を
皆
得
る
如
し）

（（
（

。

具
足
無
量
百
千
三
昧
。
於
一
念
頃
無
不
周
遍
（
無
量
百
千
の
三
昧
を
具
足

し
。
一
念
の
頃
に
於
い
て
周
遍
せ
ざ
る
こ
と
無
し）

（（
（

。）

そ
し
て
、
浄
土
流
の
念
仏
三
昧
の
最
勝
に
つ
い
て
の
論
は
数
多
く
あ
り
、
そ
れ
ら

は
『
教
行
信
証
』
に
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。

親
鸞
は
上
述
の
経
典
に
つ
い
て
の
観
仏
三
昧
に
よ
っ
て
獲
る
益
と
念
仏
三
昧
の
教

え
を
踏
ま
え
て
、
次
の
よ
う
に
説
く
。

「
於
現
身
中
得
念
仏
三
昧
」、
即
是
顕
定
観
成
就
之
益
以
獲
念
仏
三
昧
為
観

益
、
即
以
観
門
為
方
便
之
教
也
。（「
於
現
身
中
得
念
仏
三
昧
」
と
言
（
の
た

ま
）
え
り
、
即
ち
こ
れ
、
定
観
成
就
の
益
は
念
仏
三
昧
を
獲
る
を
以
っ
て
観
の

益
と
す
る
こ
と
を
顕
す
、
即
ち
、
観
門
を
も
っ
て
方
便
の
教
と
す
る
な
り）

（（
（

。）

念
仏
三
昧
を
獲
る
こ
と
を
以
っ
て
観
の
益
と
す
る
と
、
す
な
わ
ち
、
念
仏
三
昧
を

獲
る
こ
と
が
観
の
益
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
観
仏
に
よ
っ
て
獲
る
益
が
念
仏
三
昧
で
あ

る
と
い
え
よ
う
。
観
門
を
持
っ
て
方
便
と
な
す
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
善
導
の
念

仏
三
昧
と
観
仏
三
昧
の
関
係
に
つ
い
て
親
鸞
の
受
け
止
め
は
、
は
っ
き
り
廃
立
説
を

強
調
す
る
法
然
の
了
解
と
も
他
の
説
と
も
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
二
者
の
よ
り
深
層

的
な
か
か
わ
り
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
深
層
的
な
か
か
わ
り
を
探
っ
て
み
よ
う
。

三　

善
導
が
独
明
し
た
「
仏
正
意
」

正
信
偈
の
「
善
導
独
明
佛
正
意
、
矜
哀
定
散
與
逆
悪
。
光
明
名
号
顕
因

、
開

入
本
願
大
智
海
。
行
者
正
受
金
剛
心
、
慶
喜
一
念
相
応
後
。
與
韋
提
等
獲
三
忍
、
即

証
法
性
之
常
楽）

（（
（

」
と
い
う
文
に
は
、
念
仏
三
昧
と
観
仏
三
昧
の
か
か
わ
り
を
解
く
鍵

が
潜
ん
で
い
る
と
思
う
。

仏
教
は
、
釈
尊
の
滅
度
後
、
次
第
に
体
系
化
さ
れ
て
い
く
。
特
に
、
中
国
に
伝

わ
っ
て
、
し
っ
か
り
と
し
た
理
論
体
系
が
成
し
遂
げ
ら
れ
た
。
浄
土
教
は
慧
遠
に

よ
っ
て
理
論
の
基
礎
が
築
か
れ
、
曇
鸞
の
厳
密
な
論
理
性
に
よ
っ
て
、
他
力
念
仏
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の
強
固
な
理
論
体
系
が
築
き
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
は
さ
ら
に
、
道
綽
に
よ
っ
て
強
化
さ

れ
、
広
め
ら
れ
た
。

し
か
し
、
親
鸞
は
、
曇
鸞
と
道
綽
を
七
高
僧
に
選
定
し
な
が
ら
、「
善
導
独
明
仏

正
意
」
と
断
言
す
る
。
つ
ま
り
、
今
ま
で
、
誰
に
よ
っ
て
も
明
か
に
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
仏
の
正
意
を
、「
善
導
独
り
、
仏
正
意
を
明
か
せ
り
」
と
い
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
先
学
に
は
次
の
よ
う
な
了
解

が
あ
る
。

１　

コ
ノ
独
リ
ト
云
ハ
誰
レ
ニ
対
シ
テ
仰
ラ
レ
タ
ゾ
ト
云
二
古
来
二
義
ニ
テ
。
一

義
ニ
ハ
七
高
祖
ノ
中
デ
善
導
独
リ
仏
ノ
正
意
ヲ
明
サ
セ
ラ
レ
ル
ト
云
ヒ
、
又
一

義
ニ
ハ
観
経
ヲ
釈
ス
ル
浄
影
天
台
等
ノ
諸
師
ニ
対
シ
テ
「
善
導
乃
至
意
」
ト
云

フ
。（
中
略
）
后
ノ
義
ヲ
正
ト
ス
ベ
シ）

（（
（

。

２　

こ
の
独
り
と
い
う
の
は
、
七
高
祖
の
中
で
善
導
大
師
だ
け
独
り
と
い
う
の
で

は
な
い
。
善
導
大
師
と
同
時
代
た
く
さ
ん
の
高
僧
方
お
い
で
に
な
っ
た
。
が
、

そ
の
中
で
、
本
当
に
仏
の
心
を
得
た
人
は
善
導
独
り
で
あ
っ
た
と
い
う
意
味
で

す）
（（
（

。

３　

従
来
の
諸
師
は
『
観
経
』
の
表
面
の
み
を
み
て
、
定
善
に
二
善
、
十
六
観
の

観
仏
三
昧
が
説
か
れ
て
あ
る
と
し
た
の
に
対
し
て
善
導
は
『
観
経
』
の
深
い
真

意
を
さ
ぐ
り
定
・
散
の
外
に
弘
願
を
た
て
、
仏
の
正
意
は
弘
願
真
宗
を
の
べ
る

こ
と
に
あ
る
と
し
た
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る）

（（
（

。

４　

善
導
大
師
は
、『
観
無
量
寿
経
』
に
関
す
る
古
今
の
解
釈
の
誤
り
を
正
し
、

諸
学
者
に
抜
き
ん
で
て
独
り
、
釈
尊
の
真
意
を
明
ら
か
に
さ
れ
た）

（（
（

。

５　

た
だ
こ
の
善
導
の
註
解
の
み
が
、
唯
一
、
釈
迦
の
本
意
に
基
づ
い
て
、
こ
の

経
典
の
正
義
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
す）

（（
（

。

以
上
の
引
用
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、
釈
尊
が
『
観
経
』
を
説
く
正
意
が
念
仏
を
勧

め
る
こ
と
だ
と
い
う
の
は
こ
れ
ま
で
の
定
説
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
し

て
、「
善
導
独
明
仏
正
意
」
の
誰
に
対
し
て
善
導
独
り
と
言
っ
て
い
る
に
つ
い
て
は
、

二
種
の
解
釈
が
あ
る
。
一
は
七
高
祖
の
中
で
善
導
独
り
仏
の
正
意
を
明
か
に
し
た
と

す
る
解
釈
、
も
う
一
つ
は
観
経
を
解
釈
す
る
浄
影
天
台
等
の
諸
師
に
対
し
て
と
解
釈

す
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
善
導
の
以
前
に
、
曇
鸞
は
『
論
註
』
で
『
観
経
』
の
文
言
を
引
釈
し

て
、
下
下
品
の
念
仏
往
生
の
道
理
を
厳
密
な
論
理
性
を
も
っ
て
説
き
、『
観
経
』
が

念
仏
を
説
く
経
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
道
綽
は
「
安
楽
集
」
に

「
諸
仏
果
徳
有
無
量
深
妙
境
界
神
通
解
脱
。
非
是
凡
夫
所
行
境
界
故
、
勧
父
王
行
念

仏
三
昧
（
諸
仏
の
果
徳
は
、
無
量
深
妙
境
界
、
神
通
解
脱
あ
り
。
こ
れ
凡
夫
の
所
行

の
境
界
に
あ
ら
ざ
る
が
ゆ
え
に
、
父
王
を
勧
め
て
念
仏
三
昧
を
せ
し
め
た
て
ま
つ

る
）」）

（（
（

と
説
き
、
念
仏
三
昧
が
他
よ
り
優
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
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九

こ
の
内
容
は
『
教
行
信
証
』
の
行
の
巻
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
道
綽
は
一

生
に
わ
た
っ
て
、『
観
経
』
を
説
法
し
て
、
講
経
二
〇
〇
回
に
及
び
、
念
仏
を
す
べ

し
と
強
調
し
た）

（（
（

。
さ
ら
に
、
天
台
宗
の
智
顗
も
「
即
以
念
仏
為
勝
縁
也
」）

（（
（

と
、
こ
の

経
は
念
仏
を
勝
縁
と
為
す
と
述
べ
た
。
つ
ま
り
、『
観
経
』
が
念
仏
を
勧
め
る
経
で

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
善
導
一
人
だ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、「
独
り
」
と
は
観
経
を
解
釈
す
る
浄
影
天
台
等
の
諸
師
に
対
す
る
も

の
だ
と
い
え
ば
、「
善
導
独
り
」
に
こ
め
ら
れ
た
善
導
こ
そ
の
意
味
合
い
が
曖
昧
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。

で
は
、
善
導
独
自
の
確
か
め
、
つ
ま
り
今
ま
で
の
諸
説
に
説
か
れ
な
か
っ
た
善
導

の
主
張
と
は
何
な
の
か
。
そ
れ
は
、
即
ち
「
一
経
二
宗
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
示

さ
れ
る
と
お
り
、「
観
仏
三
昧
」
と
「
念
仏
三
昧
」
の
中
で
、
一
方
を
強
調
す
る
排

他
的
な
今
ま
で
の
諸
説
に
対
し
て
、
あ
え
て
「
観
仏
三
昧
」
と
「
念
仏
三
昧
」
を

同
時
に
強
調
す
る
と
い
う
非
排
他
説
を
立
て
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。（
漢
文
に

お
い
て
の
明
と
い
う
文
字
は
、
人
に
見
え
な
い
も
の
を
見
分
け
る
こ
と
を
も
意
味
す

る
）で

は
「
観
仏
三
昧
」
と
「
念
仏
三
昧
」
と
い
う
「
二
宗
」
は
ど
の
よ
う
に
し
て

『
観
経
』
と
い
う
「
一
経
」
に
共
存
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

先
行
研
究
の
中
で
、「
な
ぜ
仏
は
、
韋
提
希
に
定
散
二
善
を
解
い
た
の
か
」
と

『
観
経
』
の
定
散
二
善
と
念
仏
の
関
係
の
謎
を
真
剣
に
解
き
、
そ
れ
に
も
っ
と
も
明

白
な
答
え
を
示
す
の
は
藤
場
舜
基
で
あ
る
。

釈
尊
が
最
初
か
ら
「
た
だ
念
仏
し
な
さ
い
」
と
言
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
「
不

思
議
だ
」
と
感
じ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
善
導
や
親
鸞
が
こ
れ
ほ
ど
注
意
深

く
指
摘
し
て
く
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
ま
り
に
も
不
注
意
だ
っ
た
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
仏
説
と
し
て
の
『
観
経
』
の
意
義
を
見

失
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。（
中
略
）
あ
の
状
況
で
韋

提
希
に
対
し
て
〈
た
だ
念
仏
す
べ
し
〉
と
い
っ
て
も
、
韋
提
希
は
絶
対
に
受
け

付
け
な
い
だ
ろ
う
、
と
釈
尊
が
判
断
し
た
か
ら
で
は
な
い
か
。（
中
略
）「
念
仏

ぐ
ら
い
で
何
が
で
き
る
」
と
考
え
る
の
は
、
今
日
の
人
間
に
と
っ
て
ご
く
当
た

り
前
の
感
覚
で
は
な
い
か
。（
中
略
）
念
仏
三
昧
を
勧
め
ら
れ
て
「
な
ぜ
こ
の

私
に
念
仏
な
の
か
と
感
じ
る
の
は
、
韋
提
希
と
私
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」

『
観
経
』
の
三
心
と
は
、
そ
れ
を
具
足
し
よ
う
と
努
力
し
た
結
果
と
し
て
成

就
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
可
能
性
が
一
切
断
た
れ
た
と
こ
ろ
に
「
南
無
阿
弥

陀
仏
を
称
す
る
」
姿
と
し
て
は
じ
め
て
成
り
立
つ
。
そ
の
意
味
で
『
観
経
』
の

三
心
を
ど
こ
ま
で
延
長
し
て
い
っ
て
も
『
大
経
』
の
三
心
と
重
な
っ
て
く
る
こ

と
は
決
し
て
な
い
の
で
す）

（（
（

。

こ
の
答
は
、
今
ま
で
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
自
ら
の
解
読
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
所
説
を
踏
ま
え
て
、
さ
ら
に
深
く
追
究
し
て
み
よ
う
。
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「
仏
説
」
の
多
次
元
性

善
導
以
前
の
諸
師
の
中
に
も
、『
観
経
』
は
念
仏
を
勧
め
る
経
で
あ
る
こ
と
を
強

調
し
た
者
も
い
る
し
、
論
理
的
に
そ
れ
を
証
明
す
る
者
も
い
る
が
、
そ
れ
は
、
あ
く

ま
で
も
理
性
的
な
思
考
の
結
晶
で
あ
る
。
理
性
的
な
思
考
に
訴
え
る
教
え
は
、
言
葉

が
言
語
の
線
状
性
と
呼
ば
れ
る
性
質
を
も
ち
、
同
時
に
二
つ
以
上
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

発
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
発
信
者
は
、
時
間
（
音
声
言
語
）
と
空
間
（
文
字
言
語
）

の
流
れ
に
沿
っ
て
伝
え
、
そ
れ
を
受
信
者
は
線
的
に
受
け
止
め
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
善
導
は
「
仏
説
」
の
重
層
性
に
注
目
し
、
言
葉
意
味
論
に
陥
り

が
ち
な
従
来
の
常
識
的
な
解
読
に
対
し
て
、
教
え
を
説
く
「
仏
」
の
身
の
多
次
元
性

に
注
目
し
、
仏
の
多
次
元
的
な
身
の
「
不
一
不
異
」
の
関
係
に
秘
め
ら
れ
て
い
る
密

意
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。

経
典
に
お
い
て
、
仏
に
説
か
れ
る
法
は
、
三
乗
・
天
・
人
に
説
か
れ
る
世
間
の
法

と
異
な
り
、
真
実
の
教
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
同
時
に
、
そ
の
真
実
の
教
で

あ
る
法
を
説
く
仏
の
口
も
世
間
の
も
の
と
異
な
り
、「
金
口
」
で
あ
る
こ
と
を
も
強

調
し
て
い
る
。

仏
以
金
口
自
宣
説
法
。
為
顕
金
口
之
法,

以
別
三
乗
、
天
、
人
之
説
。（
中

略
）
藉
以
証
明
仏
所
説
法
乃
真
実
之
教
。（
仏
は
金
口
を
以
て
自
ら
法
を
宣
説

す
。
金
口
の
法
を
顕
す
た
め
に
、
以
て
三
乗
・
天
・
人
の
説
と
別
つ
。（
中
略
）

よ
り
て
以
て
仏
の
説
く
と
こ
ろ
の
法
は
、
す
な
わ
ち
真
実
の
教
で
あ
る
こ
と
を

証
明
す
る
こ
と
な
り）

（（
（

。

仏
法
非
但
仏
口
説
者
。
是
一
切
世
間
真
実
善
法
。（
中
略
）
如
是
除
仏
無
出

実
語
。（
仏
法
は
た
だ
仏
の
口
説
く
の
み
に
あ
ら
ず
、
こ
れ
、
一
切
の
世
間
の

真
実
の
善
法
な
り
。（
中
略
）
か
の
ご
と
く
、
仏
を
除
い
て
実
語
を
出
す
こ
と

な
し）

（（
（

。

『
観
経
』
に
お
け
る
「
仏
説
」
の
説
き
手
も
重
層
的
な
意
味
合
い
を
も
っ
て
い

る
。
善
導
は
、
経
典
に
強
調
さ
れ
る
方
便
と
真
実
と
い
う
仏
教
の
教
え
の
二
次
性
を

踏
ま
え
て
、『
観
経
』
の
「
仏
説
」
と
い
う
言
葉
の
二
次
性
を
強
調
す
る
。

「
仏
在
王
宮
為
韋
提
希
等
説
（
仏
は
王
宮
に
在
り
て
韋
提
希
等
の
た
め
に
説
く）

（（
（

」

の
文
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
「
王
宮
」
と
い
う
現
実
空
間
に
お
い
て
、「
韋
提
希
等
」

と
い
う
実
在
し
た
歴
史
人
物
、
ま
た
後
に
「
韋
提
希
等
」
と
対
話
し
説
い
た
。
こ
の

説
き
手
は
具
体
性
の
あ
る
釈
迦
牟
尼
と
い
う
実
在
し
た
歴
史
上
の
人
物
で
あ
る
。
だ

が
、
も
う
一
つ
は
、
次
の
文
に
窺
え
る
。

言
仏
者
、
乃
是
西
国
正
音
、
此
土
名
覚
、
自
覚
、
覚
他
、
覚
行
窮
満
、
名
之

為
仏
。（
仏
と
言
う
は
、
す
な
わ
ち
、
こ
れ
、
西
国
の
正
音
な
り
、
こ
の
土
に

は
覚
と
名
づ
く
。
自
覚
・
覚
他
・
覚
行
窮
満
、
こ
れ
を
名
づ
け
て
仏
と
為
す）

（（
（

。）

す
な
わ
ち
、
説
法
す
る
釈
尊
は
超
越
的
な
存
在
で
あ
る
。
説
か
れ
る
教
え
は
、
無
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五
一

限
の
過
去
と
永
遠
の
未
来
、
ま
た
現
在
の
諸
仏
に
伝
わ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
仏
説
の
「
仏
」
は
法
の
化
身
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
た
が
い
、「
我
聞
」

と
い
う
聞
き
手
で
あ
る
「
我
」
も
、
限
定
さ
れ
る
個
別
的
な
時
代
や
民
族
を
超
え
る

超
越
的
な
聞
き
手
、
経
典
を
聴
聞
す
る
す
べ
て
の
者
と
さ
れ
る
。
こ
こ
に
お
け
る
時

間
と
空
間
の
構
造
は
韋
提
希
な
ど
に
語
る
と
き
の
そ
れ
と
は
明
ら
か
に
次
元
を
異
に

し
て
い
る
。

『
観
経
』
の
説
き
手
は
応
化
身
と
報
身
・
法
身
を
兼
ね
て
い
る
。
そ
の
特
徴
は
、

『
観
経
』
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
著
さ
れ
て
い
る
。

善
哉
韋
提
希
、
快
問
此
事
。
阿
難
汝
当
受
持
、
広
為
多
衆
、
宣
説
仏
語
。
如

来
今
者
、
教
韋
提
希
及
未
来
世
一
切
衆
生
、
観
於
西
方
極
楽
世
界
。（
善
き
か

な
、
韋
提
希
、
快
く
こ
の
事
を
問
え
り
。
阿
難
、
汝
当
に
受
持
し
て
、
広
く
多

衆
の
た
め
に
、
仏
語
を
宣
説
す
べ
し
。
如
来
い
ま
、
韋
提
希
お
よ
び
未
来
世
の

一
切
衆
生
を
し
て
、
西
方
極
楽
世
界
を
観
せ
し
め
ん
こ
と
を
教
え
ん
。））

（（
（

こ
の
説
き
手
は
、
二
千
五
百
年
前
、
王
舎
城
と
い
う
具
体
的
な
時
間
・
空
間
に
お

い
て
、
実
在
す
る
韋
提
希
や
阿
難
に
向
か
っ
て
、
歴
史
上
の
人
物
で
あ
る
釈
迦
牟
尼

の
身
と
し
て
説
い
て
い
な
が
ら
、
有
限
的
な
時
・
空
間
の
構
造
と
質
を
異
に
す
る
未

来
世
の
時
・
空
間
に
存
在
す
る
一
切
衆
生
に
語
る
語
り
手
で
あ
る
超
越
的
な
存
在
で

あ
る
。
説
き
手
の
位
置
は
物
語
世
界
の
内
と
外
で
は
っ
き
り
区
別
す
る
こ
と
も
で
き

な
い
現
実
性
と
超
越
性
の
輪
郭
線
が
暈
か
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
曖
昧
な
位
置
に
存
在

す
る
仏
の
身
も
、「
我
身
不
可
思
議
。（
中
略
）
於
恒
河
沙
等
劫
中
。
欲
思
量
我
身
尋

究
我
声
不
能
測
度
。（
中
略
）
以
方
便
力
現
行
人
法
如
人
威
儀
」（
我
身
は
不
可
思
議

な
り
。（
中
略
）
恒
河
沙
等
の
劫
の
中
に
於
い
て
、
我
身
を
思
量
し
、
我
声
を
尋
究

せ
ん
と
欲
す
る
も
測
度
す
る
こ
と
あ
た
わ
ず
。（
中
略
）
方
便
力
を
以
っ
て
人
法
を

現
行
す
る
こ
と
人
の
威
儀
の
如
し
））

（（
（

と
い
う
不
可
思
議
の
報
身
・
法
身
と
世
法
に
随

順
す
る
応
化
身
と
い
う
多
次
元
的
存
在
で
あ
る
。

『
観
経
』
に
は
次
の
よ
う
な
文
が
あ
る
。

次
当
更
観
無
量
寿
仏
身
相
光
明
。（
中
略
）
十
一
光
明
遍
照
十
方
世
界
。
念

仏
衆
生
摂
取
不
捨
。（
中
略
）
但
当
憶
想
令
心
眼
見
。
見
此
事
者
。
即
見
十
方

一
切
諸
仏
。
以
見
十
方
諸
仏
故
名
念
仏
三
昧
。（
次
に
当
に
更
に
無
量
寿
仏
の

身
相
光
明
を
観
ず
べ
し
。（
中
略
）
十
一
の
光
明
遍
く
十
方
世
界
を
照
ら
し
、

念
仏
衆
生
を
摂
取
し
て
捨
て
た
ま
わ
ず
。（
中
略
）
た
だ
、
当
に
憶
想
し
て
心

眼
を
し
て
見
せ
し
む
べ
し
。
こ
の
事
を
見
れ
ば
、
す
な
わ
ち
、
十
方
一
切
の
諸

仏
を
見
た
て
ま
つ
る
。
諸
仏
を
見
た
て
ま
つ
る
を
も
っ
て
ゆ
え
に
念
仏
三
昧
と

名
づ
く
。））

（（
（

十
方
一
切
諸
仏
を
見
る
こ
と
を
な
ぜ
念
仏
三
昧
と
名
づ
け
る
の
か
。
な
ぜ
観
仏
の

行
業
を
勧
め
る
の
に
、
念
仏
の
益
を
得
る
の
か
。
観
仏
と
念
仏
の
つ
な
が
り
が
言
葉

に
よ
っ
て
明
示
さ
れ
ず
、
空
白
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
空
白
が
『
観
経
』
に
残
さ
れ
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る
謎
で
あ
る
。
そ
の
謎
こ
そ
が
「
観
仏
三
昧
」
と
「
念
仏
三
昧
」
の
関
係
を
解
明
す

る
鍵
を
握
る
。
そ
こ
に
古
今
多
彩
な
了
解
を
生
み
出
し
て
い
る
。
善
導
は
こ
の
『
観

経
』
に
残
っ
た
難
解
な
謎
を
如
来
の
「
密
意
」（
こ
の
「
密
意
」
を
親
鸞
は
「
蜜
意
」

と
記
し
て
い
る
）
と
し
て
明
ら
か
に
す
る
。

此
彰
如
来
密
意
也
。
然
韋
提
発
言
致
請
。
即
是
広
開
浄
土
之
門
。
若
為
之
総

説
、
恐
彼
不
見
心
猶
致
惑
。
是
以
十
一
顕
現
対
彼
眼
前
、
信
彼
所
須
随
心
自

選
。（
中
略
）
隠
・
顕
随
機
望
存
化
益
、
或
可
故
隠
彼
為
優
、
独
顕
西
方
為
勝
。

（
こ
れ
、
如
来
の
密
意
を
彰
す
な
り
。
然
る
に
、
韋
提
、
言
を
発
し
請
を
致
す
。

即
ち
、
こ
れ
、
広
く
浄
土
の
門
を
開
く
。
若
し
こ
れ
が
為
に
総
し
て
説
か
ば
、

恐
く
は
彼
、
見
ず
、
心
に
な
お
惑
を
致
さ
ん
。
こ
こ
を
以
っ
て
十
一
顕
現
し

て
、
彼
の
眼
前
に
対
し
て
、
彼
の
所
須
に
信
せ
て
、
心
に
随
い
て
自
ら
選
ば
し

む
。（
中
略
）
隠
・
顕
機
に
随
い
て
化
益
を
存
せ
ん
と
望
む
に
、
或
は
故
ら
に

彼
の
優
た
る
を
し
て
隠
し
、
独
り
西
方
の
勝
為
る
を
顕
す
べ
し
））

（（
（

親
鸞
は
、
善
導
の
「
隠
顕
随
機
」
を
顕
彰
隠
蜜
で
示
し
て
い
る
。

依
釈
家
之
意,

按
『
無
量
寿
仏
観
経
』
者
、
有
顕
彰
隠
蜜
（ 

“
密
”）
義
。
言

顕
者
、
即
顕
定
散

善
、
開
三
輩
三
心
。
然
二
善
三
福
非
報
土
真
因
、
諸
機

三
心
、
自
利
各
別
而
非
利
他
一
心
。
如
来
異
方
便
、
忻
慕
浄
土
善
根
。
是
此
経

之
意
、
即
是
顕
義
也
。
言
彰
者
、
彰
如
来
弘
願
、
演
暢
利
他
通
入
一
心
。
縁
達

多
・
闍
世
悪
逆
、
彰
釈
迦
微
笑
素
懐
、
因
韋
提
別
選
正
意
、
開
闡
弥
陀
仏
大
悲

本
願
。
斯
乃
此
経
隠
彰
之
義
也
。（
釈
家
の
意
に
依
っ
て
、『
無
量
寿
仏
観
経
』

を
案
ず
れ
ば
、
顕
彰
隠
蜜
（ 

“
密
”）
義
あ
り
。「
顕
」
と
い
う
は
、
す
な
わ
ち

定
散
諸
善
を
顕
し
、
三
輩
三
心
を
開
く
。
し
か
る
に
、
二
善
・
三
福
は
報
土
真

因
に
あ
ら
ず
、
諸
機
の
三
心
は
自
利
各
別
に
し
て
利
他
一
心
に
あ
ら
ず
。
如
来

の
異
の
方
便
、
忻
慕
浄
土
の
善
根
な
り
。
こ
れ
は
こ
の
経
の
意
な
り
。
す
な
わ

ち
こ
れ
顕
の
義
な
り
。
彰
と
い
う
は
、
如
来
の
弘
願
を
彰
し
、
利
他
通
入
一
心

を
演
暢
す
。
達
多
・
闍
世
の
悪
逆
に
縁
っ
て
、
釈
迦
微
笑
の
素
懐
を
彰
す
。
韋

提
の
別
選
の
正
意
に
因
っ
て
、
弥
陀
仏
大
悲
の
本
願
を
開
闡
す
。
こ
れ
す
な
わ

ち
、
こ
の
経
の
隠
彰
之
の
義
な
り
。））

（（
（

そ
れ
に
つ
い
て
覚
如
は
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。

可
有
隠
顕
之
義
、
依
顕
説
者
、
定
散
之
機
各
修
己
行
預
其
利
益
、
依
隠
説

者
、
定
散
之
機
各
乗
仏
願
得
往
生
益
、
是
宗
旨
也
。（
隠
顕
之
義
あ
る
可
し
。

顕
説
に
依
ら
ば
、
定
散
の
機
は
お
の
お
の
己
の
行
を
修
し
そ
の
利
益
に
預
る
。

隠
説
に
依
れ
ば
、
定
散
の
機
は
お
の
お
の
仏
の
願
に
乗
じ
て
往
生
の
益
を
得

る
。
こ
れ
、
宗
の
旨
な
り
。））

（（
（

つ
ま
り
、
如
来
が
衆
生
へ
の
深
い
配
慮
よ
っ
て
、
真
の
意
を
衆
生
の
機
縁
に
応
じ

て
、
あ
る
い
は
言
葉
に
明
示
し
、
顕
と
働
き
、
あ
る
い
は
言
葉
に
明
示
せ
ず
、
隠
と
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五
三

し
て
働
く
の
で
あ
る
。
顕
意
と
隠
意
、
光
と
影
が
交
錯
す
る
暈
と
現
れ
て
く
る
。

こ
の
光
と
影
の
関
係
を
善
導
は
具
体
的
に
説
く
。
ま
ず
、『
観
経
』
の
説
き
手
を

実
在
す
る
釈
尊
、
応
化
身
と
と
ら
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
聴
き
手
韋
提
希
も
実
在
す

る
人
物
で
あ
り
、
説
か
れ
る
内
容
は
定
散
二
善
で
あ
る
と
い
う
こ
と
示
す
文
で
あ

る
。

一
明
能
請
者
即
是
韋
提
。
二
明
所
請
者
即
是
世
尊
。
三
明
能
説
者
即
是
如

来
、
四
明
所
説
者
即
是
定
散
二
善
十
六
観
門
。（
一
に
能
請
の
者
を
明
す
、
即

ち
こ
れ
韋
提
な
り
。
二
に
所
請
の
者
を
明
す
、
即
ち
こ
れ
世
尊
な
り
。
三
に
能

説
の
者
を
明
す
、
即
ち
、
こ
れ
如
来
な
り
。
四
に
所
説
の
者
を
明
す
、
即
ち
こ

れ
定
散
二
善
十
六
観
門
な
り
。））

（（
（

こ
こ
で
善
導
は
現
実
の
出
来
事
を
述
べ
る
。
聞
き
手
で
あ
る
韋
提
希
と
語
り
手
で

あ
る
世
尊
の
間
の
会
話
も
常
識
的
に
行
わ
れ
る
。
こ
う
い
う
場
合
に
、
世
尊
に
説
か

れ
る
「
十
六
観
門
」
と
い
う
言
説
を
意
味
の
中
心
に
す
え
る
。
聞
き
手
で
あ
る
韋
提

希
は
言
葉
の
意
味
に
指
示
さ
れ
る
と
お
り
に
実
行
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
善
導
は
定
散
二
善
を
勧
め
る
こ
と
を
述
べ
な
が
ら
、「
汝
是
凡
夫
心

想
贏
劣
未
得
天
眼
不
能
遠
観
（
汝
は
こ
れ
是
凡
夫
な
り
。
心
想
贏
劣
に
し
て
未
だ

天
眼
を
得
ざ
れ
ば
遠
く
観
る
こ
と
は
あ
た
わ
ず
）」
と
い
う
『
観
経
』
の
文
を
引
用

し
て
、「
衆
生
垢
重
。
智
慧
浅
近
」（
衆
生
は
垢
が
重
く
、
智
慧
は
浅
近
な
り
）、「
定

観
難
成
」（
定
観
は
成
し
難
し
）
と
断
言
す
る
。
つ
ま
り
、
衆
生
が
自
力
で
観
仏
し

て
も
三
昧
に
な
る
こ
と
は
至
難
で
あ
る
と
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
非
聖
力
冥
加
、

彼
国
何
由
得
観
」（
聖
力
の
冥
加
あ
ら
ず
、
彼
の
国
は
何
に
由
っ
て
観
る
こ
と
を
得

ん
）、「
諸
仏
如
来
。
有
異
方
便
。
令
汝
得
見
」（
諸
仏
如
来
は
異
方
便
ま
し
ま
し
て
。

汝
を
し
て
み
る
こ
と
を
得
し
め
た
ま
う
。）「
若
依
心
所
見
国
土
荘
厳
者
。
非
汝
凡

能
。
普
悉
帰
功
於
仏
也
」（
若
し
心
に
依
っ
て
国
土
の
荘
厳
を
見
ら
れ
る
は
、
汝
の

凡
の
能
に
あ
ら
ず
、
普
く
悉
く
功
を
仏
に
帰
す
な
り
）
と
、
観
仏
三
昧
も
如
来
の
働

き
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
の
だ
と
強
調
す
る
。
し
か
し
、「
上
来
雖
説
定
散
二
門
之
益
、

望
仏
本
願
意
、
在
衆
生
一
向
専
称
弥
陀
仏
名
」（
上
来
定
散
二
門
之
益
を
説
く
と
い

え
ど
も
、
仏
本
願
の
意
を
望
む
に
、
衆
生
を
し
て
一
向
に
専
ら
弥
陀
仏
の
名
を
称
せ

む
る
に
在
り
））

（（
（

と
あ
る
よ
う
に
、「
い
え
ど
も
」
と
い
っ
て
文
脈
を
転
換
し
、
念
仏

こ
そ
、『
観
経
』
の
要
で
あ
る
と
示
し
て
い
る
。
そ
こ
に
、
善
導
は
定
散
二
門
を
説

く
仏
の
本
願
の
意
を
明
示
し
な
が
ら
、
観
仏
三
昧
と
念
仏
三
昧
が
相
互
に
転
換
し
あ

う
プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
す
る
。

五　

声
と
音
の
相
互
転
換

そ
の
転
換
の
媒
体
と
な
る
の
は
、
如
来
の
「
声
」・「
音
」
で
あ
る
。
善
導
の
受
け

止
め
に
お
い
て
は
、
そ
の
声
・
音
が
肉
声
で
あ
り
な
が
ら
、
法
の
音
（
梵
音
）
で
あ

る
。

言
「
説
」
者
、
口
音
陳
唱
、
故
名
為
「
説
」。
又
如
来
対
機
説
法
多
種
不
同
、
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漸
頓
随
宜
、
顕
彰
有
異
、
或
六
根
通
説
、
相
好
亦
然
、
応
念
随
縁
皆
蒙
証
益

也
。（「
説
」
と
い
う
は
、
口
音
に
陳
唱
す
、
故
に
名
づ
け
て
「
説
」
と
為
す
。

ま
た
如
来
、
機
に
対
し
て
法
を
説
く
に
多
種
不
同
に
し
て
、
漸
頓
、
宜
し
き
に

随
い
、
顕
彰
、
異
有
り
、
或
は
六
根
通
し
て
説
く
。
相
好
も
ま
た
し
か
り
。
念

に
応
じ
縁
に
随
い
て
皆
、
証
益
を
蒙
る
こ
と
な
り
。））

（（
（

そ
こ
に
、
も
と
も
と
意
味
伝
達
の
役
目
を
担
っ
て
い
た
音
声
が
、
心
に
灌
（
そ

そ
）
ぎ
毛
穴
か
ら
身
に
沁
み
こ
み
（
文
字
化
で
き
な
い
）、
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
働

き
始
め
る
。

念
々
之
中
受
法
楽
（
中
略
）
眼
見
如
来
耳
聞
法　

身
常
随
佛
喜
還
悲
（
中
略
）

法
音
灌
心
毛
孔
入
。（
念
々
の
中
に
法
の
楽
を
受
け
（
中
略
）
眼
に
如
来
を
見
、

耳
に
法
を
聞
き
、
身
は
常
に
佛
に
随
い
、
喜
び
ま
た
悲
し
む
）（
中
略
）
法
音
、

心
に
灌そ
そ

ぎ
、
毛
孔
に
入
る
。））

（（
（

仏
清
浄
之
梵
音
，
微
妙
最
勝
。（
中
略
）
令
聞
者
随
其
器
得
益
、（
中
略
）
断

惑
消
疑
。（
仏
の
清
浄
の
梵
音
は
微
妙
最
勝
な
り
。（
中
略
）
聞
く
者
、
そ
の
器

に
随
い
、
益
を
得
、（
中
略
）
惑
を
断
じ
疑
を
消
せ
し
む
。））

（（
（

広
開
甘
露
。
因
茲
法
潤
普
摂
群
生
。（
広
く
甘
露
を
開
く
。
こ
れ
に
よ
り
て

法
の
潤
、
普
く
群
生
を
摂
す
。））

（（
（

仏
説
の
「
説
」
は
音
声
で
あ
り
、
人
間
の
声
か
ら
法
の
音
へ
と
変
貌
す
る
。
こ
の

変
貌
に
伴
い
、
発
声
す
る
主
体
で
あ
る
仏
（
応
化
身
）
は
、
お
の
ず
か
ら
法
の
音
を

発
す
る
元
で
あ
る
法
の
働
き
そ
の
も
の
へ
と
変
貌
す
る
。
い
わ
ゆ
る
応
化
身
か
ら
報

身
・
法
身
へ
の
転
換
で
あ
る
。
こ
の
転
換
の
中
に
、
観
仏
と
念
仏
は
境
界
線
が
融
か

さ
れ
、
同
一
の
三
昧
に
よ
っ
て
渾
然
一
体
と
な
っ
て
い
る
。

声
と
音
、
意
味
と
音
声
が
絡
み
合
う
響
き
の
中
に
一
つ
一
つ
の
言
葉
の
意
味
が
現

行
す
る
の
で
あ
る
。「
声
中
純
道
慈
悲
法
」、「
文
々
句
々
説
西
方
」、「
処
々
広
説
念

仏
功
」）

（（
（

。
そ
れ
は
、
た
だ
、
阿
弥
陀
如
来
の
慈
悲
の
法
を
明
か
に
し
、
文
々
句
々
で

阿
弥
陀
の
西
方
浄
土
を
説
き
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
念
仏
を
広
げ
る
声
な
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
音
声
言
語
は
、
次
第
に
意
味
的
な
具
体
性
を
失
い
、
や
が
て
阿
弥
陀
如
来

を
讃
嘆
す
る
声
に
合
流
し
て
い
く
。
つ
ま
り
、
観
仏
を
勧
め
る
如
来
の
音
声
言
語
の

内
容
が
阿
弥
陀
如
来
を
讃
嘆
す
る
声
に
凝
縮
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

阿
弥
陀
如
来
を
賛
嘆
す
る
こ
と
は
、
世
親
が
『
浄
土
論
』
に
説
か
れ
た
念
仏
の

「
五
念
門
」
の
中
の
第
二
門
、
阿
弥
陀
如
来
の
光
明
・
智
慧
・
国
土
を
賛
嘆
す
る

「
賛
嘆
門
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
観
仏
を
勧
め
る
釈
尊
が
自
ら
念
仏
と
い

う
賛
嘆
の
行
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

『
観
経
』
を
説
く
如
来
の
音
声
は
念
仏
そ
の
も
の
で
あ
る
。
念
仏
の
働
き
は
「
諸

佛
如
来
入
一
切
衆
生
心
想
中
」（
諸
佛
如
来
は
一
切
衆
生
の
心
想
の
中
に
入
る
））

（（
（

と
、

如
来
が
衆
生
の
心
に
入
る
よ
う
に
、
甘
露
の
如
く
衆
生
の
心
身
を
潤
し
、
衆
生
の
心

に
沁
み
入
っ
て
く
る
。「
今
言
無
量
寿
者
是
法
、
覚
者
是
人
、
人
法
並
彰
、
故
名
阿



「
善
導
独
明
仏
正
意
」
と
「
一
経
両
宗
」（
森
村
）

五
五

弥
陀
仏
（
今
言
う
は
無
量
寿
は
こ
れ
法
な
り
、
覚
は
こ
れ
人
な
り
、
人
・
法
、
並
べ

彰
す
、
故
に
阿
弥
陀
仏
と
名
く
）」）

（（
（

と
表
さ
れ
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
も
と
も
と
自
我
の
意
識
で
定
散
二
善
を
求
め
る
聞
き
手
（
衆

生
）
は
、
法
の
音
に
溶
け
込
ま
れ
、「
心
身
内
外
融
液
不
可
思
議
（
心
身
、
内
外
に

融
液
す
る
こ
と
、
不
可
思
議
な
り
）」）

（（
（

「
思
想
漸
漸
微
細
、
覚
想
倶
亡
、
唯
有
定
心
與

前
境
合
、
名
為
正
受
。」（
思
想
、
漸
漸
に
微
細
に
し
て
、
覚
想
、
倶
に
亡
び
、
た
だ

定
心
の
み
あ
り
て
前
境
と
合
す
る
と
、
名
づ
け
て
正
受
と
為
す
。））

（（
（

「
正
受
者
但
是
三

昧
之
異
名
（
正
受
は
た
だ
こ
れ
三
昧
の
異
名
な
り
）」）

（（
（

と
、
自
我
意
識
が
漸
く
希
薄

化
し
て
、「
正
受
（
三
昧
）」
を
獲
る
。「
即
悟
恒
沙
三
昧
門
（
即
に
恒
沙
の
三
昧
門

を
悟
る
）」
に
入
る
。

す
な
わ
ち
、
如
来
の
声
は
、
法
の
音
と
し
て
働
き
、
衆
生
の
心
身
に
届
き
、
主
体

意
識
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
観
仏
の
行
業
は
他
力
の
働
き
に
よ
っ
て
三
昧
に
溶
け
込

ま
れ
る
。
即
座
に
質
的
な
転
換
が
起
こ
る
瞬
間
で
あ
る
。「
因
光
見
佛
。
非
意
所
期

（
光
に
因
っ
て
佛
を
見
る
。
意
の
期
す
る
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
」。
諸
佛
如
来
は
異
方
便

ま
し
ま
し
て
汝
を
し
て
見
る
こ
と
を
得
し
め
た
ま
う）

（（
（

。
こ
の
よ
う
に
し
て
観
仏
三
昧

を
獲
る
。

こ
れ
は
、「
不
因
釈
迦
如
来
力　

弥
陀
浄
土
若
為
聞
」（
釈
迦
如
来
の
力
に
因
ら
ざ

れ
ば
、
弥
陀
の
浄
土
、
い
か
ん
か
聞
か
ん）

（（
（

）。「
以
佛
力
故
當
得
見
彼
清
浄
国
土
（
佛

力
を
以
て
の
故
に
當
に
か
の
清
浄
国
土
を
み
る
こ
と
を
得
る）

（（
（

）
と
、
衆
生
に
浄
土
の

不
思
議
な
光
景
が
見
え
る
（
三
昧
門
に
入
る
）
の
も
、
浄
土
の
音
が
聞
こ
え
る
の

も
、
佛
力
が
遥
か
に
加
備
す
る
“
お
か
げ
”
な
の
で
あ
る
。「
以
仏
願
力
故
成
三
昧
」

（
仏
の
願
力
を
以
て
の
故
に
、
三
昧
を
成
ず）

（（
（

）

こ
れ
に
伴
い
、
聞
き
手
の
受
信
方
向
も
逆
転
す
る
。
法
の
音
が
心
に
灌
（
そ
そ
）

が
れ
、
毛
穴
か
ら
入
る
と
、
定
散
二
善
を
勧
め
る
如
来
の
声
は
、
こ
と
ば
の
意
味
を

聞
き
手
の
意
識
に
届
け
る
と
同
時
に
、
法
の
音
（
梵
音
）
と
し
て
聴
覚
に
も
身
に
も

至
る
。「
法
音
旋
転
如
雲
合
」（
法
音
は
旋
転
し
雲
合
の
如
し）

（（
（

）
そ
れ
に
よ
っ
て
聞
き

手
で
あ
る
韋
提
希
は
、「
目
見
如
来
耳
聞
法　

身
常
従
仏
喜
還
悲
」（
目
に
如
来
を

見
、
耳
に
法
を
聞
き
、
身
、
常
に
仏
に
従
い
て
、
喜
び
に
ま
た
悲
し
む）

（（
（

）
と
、
目
に

如
来
が
見
え
、
耳
に
法
の
音
が
聞
こ
え
、
言
葉
の
意
味
と
音
声
の
響
き
と
い
う
重
層

的
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
同
時
に
受
け
止
め
る
。

も
と
も
と
言
葉
の
外
部
に
あ
る
意
味
に
注
目
し
て
、
意
味
の
通
り
に
、
定
散
二
善

を
求
め
る
聞
き
手
が
、
音
（
法
の
音
）
そ
の
も
の
に
働
か
さ
れ
て
、
身
心
の
奥
底
か

ら
共
鳴
を
生
じ
、
つ
い
に
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
声
が
引
き
出
さ
れ
る
。
そ
の
瞬

間
、「
即
悟
恒
沙
三
昧
門
」
と
、
即た

だ
ち
に
三
昧
門
を
悟
る
。
こ
れ
は
存
在
の
奥
か
ら
発

す
る
念
仏
の
声
と
、
釈
尊
の
阿
弥
陀
仏
を
賛
嘆
す
る
声
・
法
の
音
と
合
流
す
る
瞬
間

で
あ
り
、
念
仏
三
昧
を
獲
る
瞬
間
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
善
導
は
仏
教
の
教
え
の
奥
深
い
真
実
に
入
る
道
を
開
示
し
て
い
る
。
従

来
、
説
法
は
相
手
を
動
か
す
と
か
、
相
手
に
あ
る
反
応
を
起
こ
さ
せ
よ
う
と
か
い
っ

た
よ
う
な
、
外
的
な
目
的
の
た
め
に
説
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。
言
葉
の
意
味
を
中
心

に
す
え
、
説
き
手
の
説
得
に
よ
っ
て
、
聞
き
手
が
理
解
す
る
と
い
う
説
き
手
と
聞
き

手
の
頭
脳
の
働
き
に
よ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
善
導
に
お
い
て
は
、
そ
う
い
う
頭
脳

の
働
き
が
退
い
て
い
く
。
声
が
法
の
音
と
し
て
響
い
て
き
て
、
そ
の
響
き
が
心
身
に
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沁
み
こ
む
。「
得
見
浄
土
希
奇
事
。
皆
是
佛
力
遥
加
備
」（
浄
土
の
希
奇
の
事
を
見
る

こ
と
を
得
る
は
、
皆
こ
れ
佛
力
遥
か
に
加
備
す
る
な
り
））

（（
（

と
、
佛
力
が
遥
か
に
加
備

す
る
“
お
か
げ
”
で
、
浄
土
の
不
思
議
な
光
景
が
見
え
る
こ
と
に
な
る
。
見
え
る
と

は
、
視
覚
的
な
限
界
を
は
る
か
に
超
え
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

現
実
に
人
間
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
肉
声
で
行
わ
れ
る
場
合
、
音
声
と

言
葉
の
意
味
と
い
う
関
係
に
お
い
て
言
葉
の
意
味
の
方
が
主
役
で
あ
る
。
音
声
は
意

味
を
伝
達
す
る
担
体
（
キ
ャ
リ
ア
ー
）
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
超
越
的
な

語
り
手
で
あ
る
如
来
の
声
は
、「
法
音
」
で
あ
り
、
働
き
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た

と
お
り
、「
法
の
音
が
心
に
灌
（
そ
そ
）
ぎ
、
毛
穴
か
ら
入
る
」、「
佛
・
如
来
が
一

切
衆
生
の
心
に
入
る
」
の
で
あ
り
、
法
の
音
が
働
き
の
主
体
と
し
て
機
能
し
、
言
葉

の
意
味
が
音
を
聞
き
手
に
届
け
る
た
め
の
乗
物
に
な
る
。

こ
こ
に
、
言
葉
の
意
味
と
音
声
に
主
従
関
係
の
逆
転
、
い
わ
ば
、
音
声
言
語
に
お

い
て
の
“
地
”
と
“
図
”
の
逆
転
が
生
じ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
の
地
と
図
の
反
転
は
、
認
知
心
理
学
に
お
い
て
の
ル
ビ
ン
の

壷）
（（
（

に
現
さ
れ
る
よ
う
な
視
覚
的
な
領
域
で
行
う
逆
転
と
は
、
決
定
的
な
違
い
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
視
覚
的
図
形
の
場
合
で
は
、
共
通
の
境
界
線
を
持
つ
二
つ
の
領
域
が
あ

り
、
一
方
が
図
と
し
て
知
覚
さ
れ
る
と
き
、
他
方
は
地
と
し
て
し
か
知
覚
さ
れ
な

い
。
二
つ
が
同
時
に
見
え
な
い
と
い
う
境
界
線
の
違
い
で
あ
る
。

音
声
言
語
の
働
き
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
説
法
場
合
で
は
、
そ
の
境
界
線
の
役
目
に

当
た
る
の
は
「
仏
説
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
境
界
線
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、「
仏
説
」

の
重
層
性
、
仏
の
応
化
身
と
報
身
は
、
お
の
ず
か
ら
総
合
媒
介
し
て
、
音
声
言
語
に

備
え
る
要
素
を
逆
転
し
て
い
く
。
そ
こ
に
コ
ー
ド
を
変
換
す
る
機
能
が
潜
ん
で
い

る
と
言
え
よ
う
。「
地
」
と
「
図
」
は
仏
説
を
媒
体
項
と
し
な
が
ら
異
な
る
次
元
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
終
わ
り
な
き
繰
り
返
し
に
融
合
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

常
識
的
な
音
声
言
語
で
会
話
す
る
場
合
は
、
話
が
終
わ
る
や
否
や
、
音
声
言
語
の

意
味
伝
達
の
機
能
が
終
わ
り
、
生
身
の
人
間
で
あ
る
釈
尊
と
い
う
説
き
手
の
不
在
に

よ
っ
て
、
言
葉
の
働
き
が
消
え
て
し
ま
う
。
と
こ
ろ
が
、「
法
音
灌
心
毛
孔
入
」
と

い
う
善
導
の
受
け
止
め
の
場
合
は
、
如
来
の
声
（
法
の
音
）
が
心
身
に
沁
み
こ
み
、

人
々
の
感
覚
に
届
く
こ
と
に
な
る
（
酬
報
す
る
）。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
仏
説
の
働
き

が
そ
の
場
に
聞
法
す
る
韋
提
希
や
阿
難
に
届
く
の
み
な
ら
ず
、
時
間
と
空
間
の
枠
を

破
り
、
そ
の
千
年
後
の
善
導
に
も
、
そ
の
千
七
百
年
後
の
親
鸞
に
も
、
ま
た
、
そ
の

二
千
五
百
年
以
降
の
私
た
ち
に
も
届
く
よ
う
に
な
る
。

「
法
音
灌
心
毛
孔
入
」
と
い
う
一
文
は
、
説
き
手
で
あ
る
如
来
の
音
声
言
語
が
多

次
元
的
機
能
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
説
き
手
の
声
が
諸
仏
の
声
へ
、

法
の
音
へ
と
な
っ
て
い
き
、
説
く
人
の
在
と
不
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
言
葉
の
働
き

が
続
く
。

前
述
し
た
藤
場
氏
の
謎
解
き
は
、
観
仏
三
昧
・
念
仏
三
昧
の
関
係
を
、〈
聞
法
－

観
仏
の
意
味
の
受
け
止
め
→
現
実
で
の
実
践
→
そ
の
不
可
能
性
の
確
認
→
念
仏
が
成

り
立
つ
〉
と
い
う
理
性
的
直
線
的
な
思
考
と
行
動
の
プ
ロ
セ
ス
に
収
め
ら
れ
て
い

る
。
観
仏
を
ど
こ
ま
で
延
長
し
て
い
っ
て
も
念
仏
へ
と
重
な
っ
て
く
る
こ
と
は
な
い

と
い
う
結
論
に
至
る
。

こ
の
結
論
は
、
理
性
的
な
思
考
の
結
晶
と
も
言
え
る
が
、
善
導
の
謎
解
き
に
お
い
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て
は
、
理
性
的
な
プ
ロ
セ
ス
が
音
声
言
語
の
感
覚
的
位
相
に
還
元
さ
れ
る
。
時
間
的

な
軸
に
そ
っ
て
配
列
す
る
線
的
な
言
葉
。
そ
の
意
味
は
、
常
に
「
法
音
」
に
よ
っ

て
、
つ
い
に
面
に
、
さ
ら
に
多
次
元
的
に
さ
れ
て
い
く
。
観
仏
・
観
仏
三
昧
・
念
仏

三
昧
の
間
に
行
わ
れ
る
展
開
は
、
聞
法
の
そ
の
場
で
、
す
で
に
一
瞬
一
瞬
行
わ
れ
て

い
る
。

聞
法
者
の
一
瞬
一
瞬
の
「
今
」
を
即
座
に
過
去
に
さ
せ
な
が
ら
、
そ
の
一
つ
一
つ

の
感
覚
を
持
続
さ
せ
な
が
ら
、
梵
音
の
響
き
と
釈
尊
の
肉
声
が
合
音
と
な
っ
て
響
く

空
間
も
「
円
融
至
徳
の
嘉
号
」
に
融
合
さ
れ
て
い
く
。
個
々
の
時
点
に
お
い
て
構
成

さ
れ
る
意
味
的
な
シ
ス
テ
ム
は
、
音
と
音
が
響
き
あ
う
中
に
、
無
限
な
時
空
に
響
き

渡
り
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
生
じ
て
く
る
。

し
か
も
、
聞
法
す
る
行
為
を
停
止
し
、
生
の
日
常
に
戻
っ
て
も
、
聞
法
の
瞬
間
に

獲
た
多
次
元
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
存
在
の
中
に
持
ち
続
け
ら
れ
る
。
音
と
声
が
な
お

相
互
に
反
応
し
続
け
、
聞
法
者
の
中
か
ら
、
念
仏
の
声
を
引
き
出
す
。
そ
の
声
の
響

き
の
中
に
、
聞
法
者
が
あ
り
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
が
生
の
日
常
を
生
き
る
の
で
あ

る
。

お
わ
り
に

以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
て
い
え
ば
、「
以
観
佛
三
昧
為
宗
、
亦
念
佛
三
昧
為
宗
」

「
一
経
二
宗
」
と
言
わ
れ
、「
円
に
二
つ
の
中
心
が
あ
る
」、「
人
間
に
心
臓
が
二
つ
あ

る
」
矛
盾
し
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
実
は
「
観
佛
三
昧
」
と
「
念
佛
三

昧
」
は
三
昧
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
観
佛
三
昧
は
念
佛
の
響
き
の
中
で
得

ら
れ
る
の
で
、「
観
佛
三
昧
を
宗
と
す
る
が
、
念
佛
三
昧
に
収
ま
る
の
だ
」）

（（
（

と
い
わ

れ
る
と
お
り
、
観
仏
三
昧
は
念
仏
三
昧
に
包
摂
さ
れ
る
無
数
の
「
三
昧
」
の
中
の
一

つ
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
う
い
う
「
観
佛
三
昧
」
と
「
念
佛
三
昧
」
の
関
係
は
、
即
ち
「
以
観
佛
三
昧
為

宗
、
亦
念
佛
三
昧
為
宗
、
一
心
回
願
往
生
浄
土
為
体）

（（
（

」、「
不
得
決
定
一
、
不
得
決
定

異
。（
中
略
）
若
一
則
無
因
果
。
若
異
則
非
相
続
」（
決
定
し
て
一
を
決
定
し
て
異
を

得
ず
。（
中
略
）
若
し
一
な
ら
ば
あ
則
す
な
わ
ち
因
果
な
け
ん
。
若
し
異
な
ら
ば
す

な
わ
ち
相
続
に
あ
ら
ず）

（（
（

）
と
い
わ
れ
る
と
お
り
に
、
同
一
で
あ
れ
ば
、
す
な
わ
ち
、

二
者
の
因
果
関
係
が
な
く
な
る
。
異
な
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
二
者
の
相
続
関
係
が
な

く
な
る
。
二
者
は
「
不
一
不
異
」
の
関
係
で
あ
る
。
そ
の
関
係
が
「
以
観
仏
三
昧
為

宗
、
亦
以
念
仏
三
昧
為
宗
」
と
い
う
文
に
表
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う

か
。
観
仏
と
念
仏
が
、「
三
昧
」
に
お
い
て
一
つ
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

考
察
し
て
み
れ
ば
、
法
然
の
「
廃
立
」
と
い
う
説
は
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ

に
、
法
然
の
根
本
的
な
問
題
点
が
窺
え
る）

（（
（

。

善
導
は
、
今
ま
で
、
頭
脳
で
理
解
す
る
説
法
を
高
次
的
に
更
新
し
、「
法
音
灌
心

毛
孔
入
」
と
、
全
心
身
・「
正
受
」
で
受
け
止
め
る
。
そ
こ
に
は
「
今
欲
出
此
『
観

経
』
要
義
、
楷
定
古
今
」
と
、
有
史
以
来
定
着
し
た
理
性
的
な
思
考
に
訴
え
る
経
典

の
伝
え
方
を
更
新
し
て
、
経
典
の
言
葉
の
音
に
耳
を
傾
け
て
聞
く
と
い
う
、
よ
り
深

く
教
え
と
出
会
う
道
を
示
し
て
い
る
。

釈
尊
に
よ
っ
て
音
声
言
語
で
説
か
れ
る
仏
教
の
教
え
は
、
釈
尊
滅
度
後
、
文
字
に
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よ
っ
て
伝
え
ら
れ
、
一
次
元
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
変
換
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の

中
に
、
一
つ
だ
け
、
音
声
言
語
で
説
か
れ
る
仏
教
の
教
え
の
特
徴
を
保
つ
教
え
が
あ

る
。
そ
れ
は
念
仏
の
教
え
で
あ
る
。
そ
の
念
仏
の
教
え
は
、
浄
土
教
の
初
祖
で
あ
る

慧
遠
に
よ
っ
て
基
礎
理
論
が
築
か
れ
た
が
、
念
仏
三
昧
を
重
ん
じ
る
慧
遠
は
、
そ
の

念
仏
三
昧
か
ら
音
声
言
語
を
抹
殺
し
、
三
昧
を
「
思
専
想
寂
之
謂
（
思
を
専
に
し
、

想
を
寂
に
す
る
謂
い
わ
れ

」）
（（
（

に
限
定
し
、
念
仏
三
昧
を
座
禅
の
形
で
遂
行
し
た）

（（
（

。
そ
し
て
、

曇
鸞
に
よ
っ
て
、
念
仏
の
音
声
言
語
が
生
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
曇
鸞
は
、
厳
密

な
論
理
性
に
よ
っ
て
、
他
力
念
仏
の
強
固
な
理
論
体
系
を
築
き
上
げ
な
が
ら
も
、
彼

が
説
い
た
の
は
、
思
考
に
訴
え
る
念
仏
の
教
え
で
あ
る
。
道
綽
は
、
曇
鸞
の
教
え
を

受
け
継
ぎ
、
他
力
念
仏
の
理
論
を
強
化
し
、
広
め
た
。
善
導
は
、
曇
鸞
や
道
綽
の
教

え
を
基
に
、
他
力
念
仏
の
教
え
を
深
め
た
。
ま
た
、
自
ら
が
法
と
深
く
出
会
う
体
験

を
参
入
さ
せ
、
仏
説
の
多
次
元
性
を
明
ら
か
に
し
、
音
声
言
語
が
持
つ
機
能
を
復
活

さ
せ
る
。
さ
ら
に
、
思
惟
と
感
覚
が
総
合
媒
介
す
る
と
い
う
、
多
次
的
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
受
信
す
る
可
能
性
を
示
し
、
観
仏
・
観
仏
三
昧
・
念
仏
三
昧
が
通
い
合
う
ル
ー

ト
を
開
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
古
今
の
常
識
に
定
着
し
た
人
間
心
理
や
感
覚
に
揺
さ

ぶ
り
を
か
け
、
経
典
の
受
け
止
め
を
次
元
的
に
更
新
す
る
道
を
明
ら
か
に
し
た
の
で

あ
る
。
親
鸞
は
、

是
以
、
経
（
観
経
）
言
「
教
我
観
於
清
浄
業
処
」。
清
浄
業
処
者
、
則
是
本

願
成
就
報
土
也
。
言
教
我
思
惟
者
、
即
方
便
也
。
言
教
我
正
受
者
、
即
金
剛
真

心
也
」。（
こ
こ
を
も
て
、
経
（
観
経
）
に
は
「
教
我
観
於
清
浄
業
処
」
と
言
え

り
。「
清
浄
業
処
」
と
言
う
は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
本
願
成
就
の
報
土
な
り
。「
教

我
思
惟
」
と
言
う
は
、
即
ち
方
便
な
り
。「
教
我
正
受
」
と
言
う
は
、
す
な
わ

ち
金
剛
の
真
心
な
り
。））

（（
（

と
、
思
惟
を
方
便
、
正
受
を
金
剛
真
心
と
了
解
す
る
。

言
「
若
有
合
者
、
名
為
粗
想
」、
是
顕
定
観
難
成
也
。「
於
現
身
中
得
念
仏
三

昧
」、
即
是
顕
定
観
成
就
之
益
以
獲
念
仏
三
昧
為
観
益
、
即
以
観
門
為
方
便
之

教
也
。（「
若
有
合
者
名
為
粗
想
」
と
言
え
り
。
す
な
わ
ち
こ
れ
定
観
成
じ
難
き

こ
と
を
顕
す
な
り
。「
於
現
身
中
得
念
仏
三
昧
」
と
言
え
り
。
す
な
わ
ち
こ
れ

定
観
成
就
の
益
は
念
仏
三
昧
を
獲
る
を
も
て
観
の
益
と
す
る
こ
と
を
顕
す
。
す

な
わ
ち
観
門
を
も
て
方
便
の
教
と
せ
る
な
り
。））

（（
（

こ
こ
で
の
「
成
」
と
「
成
就
」
は
、
観
仏
三
昧
の
「
三
昧
の
門
」
に
入
る
こ
と
を

意
味
す
る
。「
定
観
難
成
」
と
は
、
自
力
の
定
観
が
三
昧
に
成
り
難
き
こ
と
を
意
味

し
、「
顕
定
観
成
就
」
と
は
観
仏
三
昧
を
意
味
す
る
。
自
力
の
定
観
と
観
仏
三
昧
を

同
じ
く
と
ら
え
る
こ
と
が
、
今
ま
で
の
研
究
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

親
鸞
は
、
善
導
の
真
意
を
「
顕
彰
隠
蜜
」
で
よ
り
明
白
に
示
し
、『
大
本
』
は
超

発
無
上
殊
勝
の
願
、『
観
経
』
は
方
便
真
実
を
顕
彰
す
る
教
、『
小
本
』
は
た
だ
真
門

を
開
き
方
便
の
善
が
な
し
と
、「
顕
彰
方
便
真
実
」
と
い
う
『
観
経
』
の
二
元
性
、

即
ち
「
一
経
二
宗
」
の
真
意
を
明
示
す
る
。
こ
れ
は
、
善
導
の
念
仏
三
昧
と
観
仏
三
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昧
の
関
係
に
つ
い
て
の
受
け
止
め
を
踏
ま
え
て
示
さ
れ
た
親
鸞
の
独
自
の
到
達
点
だ

と
思
う
。「
善
導
独
明
仏
正
意
」
と
断
言
し
た
親
鸞
。“
親
鸞
独
り
、
善
導
の
正
意
を

明
か
せ
り
”
と
い
え
よ
う
。
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11
）　

山
辺
習
学
・
赤
沼
智
善
『
教
行
信
証
講
義
』
法
藏
館　

一
九
七
七
年
十
一
月

（
12
）　

星
野
元
豊
『
講
解
教
行
信
証
』
法
藏
館　

一
九
九
七
年
二
月

（
13
）　

土
方　

慶
「
親
鸞
の
観
経
観
¦
顕
彰
隠
密
の
世
界
」「
親
鸞
教
学
」
第
二
十
三

号　

大
谷
大
学
真
宗
学
会　

一
九
七
一
年
十
一
月　

（
14
）　
『
観
仏
三
昧
海
経
』
巻
第
一　
『
大
正
大
藏
経
』
巻
十
五　

六
四
六
頁

（
15
）　
『
文
殊
師
利
所
説
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』
巻
下
『
大
正
大
藏
経
』
第
八
巻
七
三
一
頁

（
16
）　
『
菩
薩
念
仏
三
昧
経
』『
大
正
大
藏
経
』
第
十
三
巻　

八
一
六
頁

（
17
）　

竜
樹
『
大
智
度
論
』
巻
第
七　
『
大
正
大
藏
経
』
巻
二
十
五　

一
〇
八
頁

（
18
）　
『
真
宗
聖
教
全
書
』
二　

三
十
頁

（
19
）　

竜
樹
『
大
智
度
論
』
巻
第
二
十
八　
『
大
正
大
藏
経
』
巻
二
十
五　

二
六
八
頁

（
20
）　

善
導
『
観
経
疏
』『
真
宗
聖
教
全
書
』
一　

四
六
八
頁

（
21
）　
『
真
宗
聖
教
全
書
』
二　

一
四
八
頁

（
22
）　
『
真
宗
聖
教
全
書
』
二　

四
十
五
頁

（
23
）　

香
月
院
深
励
『
正
信
偈
講
義
』
法
藏
館　

一
九
七
七
年
五
月　

（
24
）　

暁
烏
敏
『
正
信
偈
の
講
話
』
法
藏
館　

一
九
九
一
年
四
月

（
25
）　

星
野
元
豊
『
講
解
教
行
信
証
』
法
藏
館　

一
九
七
七
年
五
月

（
26
）　

早
島
鏡
正
『
正
信
偈
の
世
界
』
世
界
聖
典
刊
行
協
会　

一
九
九
三
年
十
二
月

（
27
）　

信
楽
峻
麿
『
教
行
信
証
文
類
講
義
』
法
蔵
館
一
九
九
六
年
三
月

（
28
）　

道
綽
「
安
楽
集
」『
真
宗
聖
教
全
書
』
一　

三
八
一
頁

（
29
）　
「
浄
土
往
生
伝
巻
中
」・「
続
高
僧
伝
」『
大
正
大
藏
経
』
五
十
一
巻
・『
仏
光
大
辞
典
』

六
北
京
図
書
館
出
版
社

（
30
）　
「
観
無
量
寿
仏
経
疏
」『
大
正
大
藏
経
』
三
十
七
巻　

一
九
四
頁

（
31
）　

藤
場
俊
基
『
親
鸞
の
教
行
信
証
を
読
み
解
く
』　

明
石
書
店　

二
〇
〇
一
年
五
月

（
32
）　

竜
樹　

｢

大
智
度
論｣

巻
第
二　
『
大
正
大
蔵
経
』
第
二
十
五
巻　

六
七
頁　

（
33
）　

竜
樹　

｢

大
智
度
論｣

巻
第
二　
『
大
正
大
蔵
経
』
第
二
十
五
巻　

六
七
頁

（
34
）　

善
導
『
観
経
疏
』『
真
宗
聖
教
全
書
』
一　

四
四
六
頁

（
35
）　

善
導
『
観
経
疏
』『
真
宗
聖
教
全
書
』
一　

四
四
三
頁

（
36
）　
『
観
経
』『
真
宗
聖
教
全
書
』
一　

五
十
一
頁

（
37
）　

竜
樹
『
大
智
度
論
』『
大
正
大
蔵
経
』
第
二
十
五
巻　

六
十
七
頁

（
38
）　
『
観
経
』『
真
宗
聖
教
全
書
』
一　

五
十
七
頁

（
39
）　

善
導｢

観
経
疏｣　
『
真
宗
聖
教
全
書
』
一　

四
八
六
頁

（
40
）　
『
真
宗
聖
教
全
書
』
二　

一
四
七
頁

（
41
）　

存
覚
「
六
要
抄
」『
真
宗
聖
教
全
書
』
二　

三
九
一
頁

（
42
）　

善
導｢

佛
説
観
無
量
寿
経
疏｣

『
真
宗
聖
教
全
書
』
一　

四
四
六
頁

（
43
）　

善
導｢

佛
説
観
無
量
寿
経
疏｣

『
真
宗
聖
教
全
書
』
一　

五
五
八
頁

（
44
）　

善
導
『
観
経
疏
』『
真
宗
聖
教
全
書
』
一　

四
四
四
頁

（
45
）　

善
導
『
依
観
経
等
明
般
舟
三
昧
行
道
往
生
賛
一
巻
』『
浄
土
宗
大
典
』
六　

四
六

七
頁

（
46
）　
『
仏
光
大
辞
典
』
五　

北
京
図
書
館
出
版
社　

一
九
八
九
年
六
月

（
47
）　

善
導｢

観
経
疏｣

『
真
宗
聖
教
全
書
』
一　

四
八
七
頁

（
48
）　

注
（
45
）

（
49
）　

善
導　

｢
観
経
疏｣

『
真
宗
聖
教
全
書
』
一　

四
五
四
頁

（
50
）　｢

観
経
疏｣
『
真
宗
聖
教
全
書
』
一　

四
四
四
頁



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要　

第
三
十
五
号

六
〇

（
51
）　

善
導｢

佛
説
観
無
量
寿
経
疏｣

『
真
宗
聖
教
全
書
』
一　

五
〇
一
頁

（
52
）　

善
導｢

佛
説
観
無
量
寿
経
疏｣

『
真
宗
聖
教
全
書
』
一　

四
八
七
頁

（
53
）　

善
導｢

佛
説
観
無
量
寿
経
疏｣

『
真
宗
聖
教
全
書
』
一　

四
四
八

（
54
）　
『
観
経
』『
真
宗
聖
教
全
書
』
一　

五
一
頁

（
55
）　

善
導
『
依
観
経
等
朋
般
舟
三
昧
行
道
往
生
賛
一
巻
』『
浄
土
宗
大
典
』
六　

四
六

四
頁

（
56
）　

注
（
54
）
四
六
五
頁

（
57
）　

注
（
54
）
四
六
四
頁

（
58
）　

注
（
54
）
四
六
五
頁

（
59
）　

注
（
54
）
四
六
七
頁

（
60
）　

注
（
54
）
四
六
六
頁

（
61
）　

注　

ル
ビ
ン
の
壺
と
は
、
一
九
一
五
年
頃
に
デ
ン
マ
ー
ク
の
心
理
学
者
エ
ド

ガ
ー
・
ル
ビ
ン
が
考
案
し
た
多
義
図
形
。
背
景
に
黒
地
を
用
い
た
白
地
の
図
形
で
、

向
き
合
っ
た
二
人
の
顔
に
も
大
型
の
壷
に
も
見
え
る
と
い
う
特
徴
を
持
つ
。
初

出
は
ル
ビ
ン
の
二
巻
組
の
著
書
『
視
覚
的
図
形
』

（
62
）　

注
（
５
）

（
63
）　

注
（
２
）

（
64
）　
『
真
宗
聖
教
全
書
』
二　

一
五
頁

（
65
）　

筆
者
の「『
教
行
信
証
』を
中
国
語
で
読
む
試
み
―
回
向
と
他
力
に
つ
い
て
―
」（
同

朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十
二
号　

二
〇
〇
二
年
）、「
親
鸞
の
自
然

法
爾
と
老
荘
思
想
の
自
然
無
為
」（『
同
朋
文
化
』　

第
六
号　

二
〇
一
一
年
三
月
）

な
ど
の
論
を
参
照

（
66
）　

慧
遠
『
楽
邦
文
類
』
巻
第
二　
『
大
正
大
藏
経
』
第
四
十
七
巻　

一
六
三
頁

（
67
）　

方
立
天
『
慧
遠
及
其
仏
学
』　

中
国
人
民
大
学　

一
九
八
四
年
十
一
月

（
68
）　
『
真
宗
聖
教
全
書
』
二　

一
四
七
頁

（
69
）　
『
真
宗
聖
教
全
書
』
二　

一
四
八
頁

＃
本
論
の
中
の
書
き
下
し
文
は
、『
真
宗
聖
典
』・『
真
宗
聖
教
全
書
』
を
参
照
し
な
が
ら
、

作
者
自
身
の
読
み
取
り
を
踏
ま
え
て
読
み
下
し
た
の
で
あ
る
。




